
 

 

 

 

 

 

 

参加者の感想（一部）の続きです。お読みください。 

        

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

JAPAN  TEACHERS’  UNION    ―教え子を再び戦場に送るなー 

２０２4．11．8        北九州市教職員組合にゅうす  

 

NO.32 

わからないこと・困ったことがあったら･･･   何でも気軽にお問い合わせください！ 

〒８０２－００７２ 小倉北区東篠崎 3 丁目４－１ 

E-mail:jtuhokyu@lime.ocn.ne.jp    北九州教育会館 TEL（０９３）９５３－０３８１ 

○私は教職経験が浅く、狭い世界で生きているなあと

思いました。視野を広げると、いろいろな学校があり、

いろんな校長先生がいるなあと思いました。私の教育

人生を振り返ると私が子どもたちの自由を奪っていた

り、やる気をなくすようなことをしてしまっていて利す

るのではと思いました。ぜったいにこうするべきだと、

型にはめず生き生きと学校生活が送れるように自己

肯定感が上がる指導をしたいと思いました。（小学校

20代） 

NO.33につづく 

○今回紹介があった学校は、通知表廃止、校則ゼロ、宿題廃止等いろいろなとりく

みをしていたが、どうしてうまくいくのか気になった。校長のお思いがあってもなか

なか実現するのは難しそうだが、それぞれの取り組みがうまくいくために、もっと

具体的なとりくみが知りたいと感じました。（小学校 20代） 

○「それでもやっぱり理想かな！」とうがった感想を持つのは自分

自身がどっぷりとそして悲しくも今の公教育に汚染されているん

だと思います。校長にならないと改革できないのでしょうか？今

の私たちも小さな小さな改革をやろうと日々学校の中で、めざし

たい教員仲間と力を合わせて子どもを中心とした取り組みをやっ

ていきたいのですが継続することは難しいです。これも校長にな

らないとできないのかとこれまた、うがった感想を持ってしまいま

した。それでも理想を今にぐっと近づけていきたいという光も見

つけました。（小学校 60代） 

○日々、授業の進み具合などが気になってしまい、

子ども達が主体的に活動をする時間をけずってし

まいました。しかし、本当に授業をただこなすだけ

で、子どもはこれから生きていくために必要な力

をつけることができるのかと思うと、そうではな

いと思います。月曜日からは、子どもがこんなこと

をやってみたいと思えるようにしていきたいです

し、その思いを大切にできる教員でありたいと思

います。（小学校 20代） 

○自分が勤めている学校とはあまりにも違いすぎて、どうしてこ

んなに自分の学校に「夢」がないのだろうと感じた。でも実は「前

例主義」に自分も飲み込まれていることに気付かされた。ありがと

うございました。（小学校 60代） 

○子ども達の笑顔にとても感動しました。自分自身が息苦し

いと思う日々で、テストや宿題を嫌がる子ども達にそれっぽ

い理由で納得さえることを繰り返してきましたが、そんなもの

をとびこえて輝く笑顔がまぶしかったです。（小学校 30代） 


